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本県におけるワンヘルスの推進について

徳島県危機管理部 安全衛生課 鎌田拓郎

令和５年度の取組内容

令和５年度の取組内容

・「ワンヘルス」の言葉を知ってもらう

・「ワンヘルス」について取り組めることは何かについて知ってもらう

とくしまeーモニターアンケート

【令和５年度とくしまeーモニターアンケート】

（ワンヘルスについての意識調査R5.4月実施）

「ワンヘルス」という言葉を知っていますか。・・・・ 10.2%

「徳島県ワンヘルス推進条例」ができたことを知っていますか。・・・・ 2.3%

【令和６年度とくしまeーモニターアンケート】（実施予定）

・ワンヘルスという言葉を知っていますか？

・ワンヘルスという言葉をどこで知りましたか？

・ワンヘルスを推進するにあたって、県にどういった取り組みを求めますか？

啓発グッズ
パンフレット
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議題（１） 本県におけるワンヘルスの推進について 
   ① 令和５年度の取組内容（安全衛生課）



エコバッグ

啓発グッズ
クリアファイルパネル

ボールペン

令和５年度の取組

推進月間である「９月」にワンヘルス推進事業を実施

・とくしまワンヘルス推進シンポジウム２０２３

（基調講演、パネルディスカッション）

・県民公開講座
「どうする？マダニやムシ刺され～予防から治療まで～」

・動物愛護のつどい

（企業と連携したブース出展）

とくしまワンヘルス推進シンポジウム２０２３

・アース製薬(株)との協定

・徳島県ワンヘルス推進条例の紹介

・基調講演「ワンヘルスの概念と現代の課題」
～健全で持続可能な社会を目指して～

東京大学大学院 農学生命科学研究科
獣医学専攻 感染制御学研究室 芳賀 猛 先生

パネルディスカッション 「実際に何をすればいいの？ワンヘルス」

ワンヘルスの考え方の普及や、生活の中で実際に、

どのように行動すればいいかについてディスカッションを行った。

【パネリスト】

石本先生

井上先生

芳賀先生

アース製薬
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展示ブース

県民公開講座

・SADI（ダニと疾患のインターフェースに関するセミナー）との共催

・近隣の住民の方が多く参加

県民公開講座

SADI（ダニと疾患のインターフェースに関するセミナー）との共催

動物愛護のつどい

【正しい虫除けグッズの使い方を学ぼうコーナー】
（アース製薬(株)）

【ワークショップ】
虫よけ線香作り
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パネル展示
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徳島県内の愛玩動物・野生動物・
産業動物におけるSFTSの

浸潤状況調査

徳島県食肉衛生検査所

本日の報告

•SFTS抗体保有状況検査結果
愛玩動物及び 野生動物
家畜

•SFTSV遺伝子保有状況検査結果
野生動物のみ

目的： SFTS抗体/遺伝子保有状況検査

•徳島県内で飼育されている犬・猫及び徳島県内
で捕獲された野生動物（イノシシ・シカ）につい
て、SFTS抗体保有状況を調査する。野生動物に
ついては、遺伝子保有状況の調査も行う。

•上記の結果からリスクマップを作成し、県民に周
知することによって、健康被害を防ぐ。

方法： SFTS抗体保有状況検査（ELISA法）

① マイクロプレートに抗原をコーティング

抗原 ・SFTSV感染ヒト肝がん細胞（陽性対照抗原）

・ヒト肝がん細胞（陰性対照抗原）

② 検体（血清）を添加し、抗原・抗体反応（一次反応）させる。

③ 酵素標識抗体を入れ、抗原/抗体/酵素標識抗体の複合物を形成

（二次反応）

④ 発色剤を入れ、標識酵素を発色させる。発色の度合いを測定し

陰性・陽性を判定する。
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議題（１）　本県におけるワンヘルスの推進について
　　　②　厚生労働科学研究結果報告
　　　「ワンヘルス動物由来感染症サーベイランスの全国展開に向けた基盤構築に資する調査研究」（食肉衛生検査所）
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方法： SFTSV遺伝子保有状況検査
RT-PCR法（野生動物のみ）

① 血清140μLからRNAを抽出

② これを鋳型とし、２系列のプライマーセットで

SFTSV遺伝子を増幅

③ ゲル電気泳動で特異バンドを確認

犬・猫の検体採取

☆ 検体について
★県内の12動物病院
★猫TNR専門動物病院
★動物愛護管理センター

→血清の採取を依頼

犬 1,064検体
猫 721検体
を採取

犬・猫結果

陽性率(％)陽性数検査数種

1.4151,064犬

0.64721猫

1.1191,785合計

・犬の方が猫より抗体陽性率が高い。

猫犬
飼育市郡

陽性率陽性数検体数陽性率陽性数検体数
0.003ーーー三好郡
0.00160.001三好市
0.00190.006美馬郡
0.00810.0066美馬市
0.00303.8252吉野川市
2.61380.0059阿波市
0.0080.0020名西郡
0.00982.73110板野郡
0.00380.0074鳴門市
1.432201.25417徳島市
0.00702.3288小松島市
0.00130.0012勝浦郡
0.007ーーー名東郡
0.00662.03151阿南市
ーーー0.001那賀郡
0.0090.005海部郡
0.0010.001県外
0.647171.4151063合計

犬・猫結果採取市郡別
（採取市郡が判明のみ）

西部

東部

南部

野生動物の検体採取

• 令和3年度～5年度に豚熱検査のため家畜保健衛生所が採取した
イノシシの分与血清

• 令和3年度～5年度に動物由来感染症検査のため当所に搬入され
たシカ及びイノシシの血清

・イノシシ 449検体
・シカ 30検体
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・イノシシは西部、東部、南部の

徳島県全域から、抗体陽性を
確認

・シカは全て陰性
・RT-PCRの結果は全て陰性

野生動物結果

陽性率(％)陽性数検体数種

20.391449イノシシ

0.0030シカ

19.091479合計

イノシシ結果採取市郡別
（採取市郡が判明のみ）

陽性率陽性数検体数採取市郡
5.1239三好市
0.001美馬郡
0.003美馬市
16.7212吉野川市
9.4332阿波市
25.0624名西郡
23.72293板野郡
43.23888鳴門市
32.31031徳島市
40.025小松島市
2.7137勝浦郡
0.0012名東郡
9.4332阿南市
6.3116那賀郡
0.0012海部郡
20.690437合計

西部

東部

南部

リスクマップ（イノシシ・犬・猫）

●：イノシシ
●：犬
●：猫

徳島県で広域に抗体陽性を確認

*徳島県総合地図提供システムを使用しています。

リスクマップ（イノシシ・犬・猫）

山と居住地の境目に陽性
→SFTS抗体陽性のイノシシがヒト
の生活域に迫っている。

●：イノシシ
●：犬
●：猫

*徳島県総合地図提供システムを使用しています。

目的： SFTS抗体保有状況検査

• 中国の患者発生地域では、牛で60.5％、豚で3.1％と高い抗体
保有率

（Guoyu Nuiら、2013）

• 日本では939名の患者が確認

（国立感染症研究所HP:2024年1月31日現在）

• 日本では、家畜の抗体及びウイルス保有率の調査が少ない。

日本での家畜のSFTSウイルスの抗体保有について調査する。
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牛血清のELISA：検体について

検体
・徳島県内と畜場で処理された牛から血液を採取
・東海地方～九州地方の249検体

と畜場
・ハラールと畜（宗教と畜）を行っていると畜場
・主に、マレーシア、インドネシアに食肉を輸出
・このことから、輸出のため徳島県内だけでなく
多くの地域から牛が搬入される。

牛血清のELISA：結果まとめ

陽性数検査数産地
08東海
031近畿
02中国
071四国
0137九州
0249合計

陽性数検査数性別品種
02去勢（肥育）

褐毛和種
012雌（肥育）
08去勢（肥育）

交雑種
06雌（肥育）
0130去勢（肥育）

黒毛和種 089雌（肥育）
02雌（母牛）
0249合計

東海、近畿、中国、四国、九州
（ヒト患者の発生が多い地域）と
幅広い地域の検査実施

→全て陰性

中国のヒト患者発生地域での調
査では、60.5％の牛について抗
体確認

牛まとめ１

国立感染症研究所HPより中国とは、異なる結果となった。

牛まとめ２

☆日本で牛を飼育するためには、家畜伝染病予防法に基づき、

農場を管理しなければいけない。

→ 野生動物の侵入防止（電気柵など）

→ 農場周囲の雑草・林などを整備し、野生動物の隠れ場所をなくす。

→ 死亡家畜の適切な保管・処理により野生動物を集めない。

☆ ダニの侵入が少ない。

＝SFTSウイルスに感染するリスクが少ない。
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豚血清のELISA：検体について

検体

・徳島県内のと畜場で処理された豚から血液を採取

・近畿地方、中国地方、四国地方の215検体

と畜場

・豚専用のと畜場で、民間企業が運営しており、県外からも

豚が搬入されている。

豚血清のELISA：結果まとめ

陽性数検査数産地

08近畿

050中国

0157四国

0215合計

豚まとめ１

近畿、中国、四国地方
（ヒト患者発生地域）の検
査実施

→全て陰性

国立感染症研究所HPより

豚まとめ２

☆ 日本で豚を飼育するには、牛と同様に家畜伝染病予防法
を遵守する必要性

☆ 豚は基本的に放牧しない。

☆ SFTSウイルスに感染する機会が少ない。

＝ SFTSウイルスに感染するリスクが少ない。
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本県におけるワンヘルスの推進について

徳島県危機管理部 安全衛生課 鎌田拓郎

令和６年度の取組予定（案） 今年度の
取組予定

「ワンヘルス推進セン
ター」の設置

関係部局による取組

啓発活動

ワンヘルス
推進センター

・令和６年４月２４日始動

・事務局 安全衛生課

ワンヘルス実践ネットワーク 徳島県ワンヘルス推進センターの始動について

令和５年３月に制定された「徳島県ワンヘルス推進条例」に基づき、県、医師、獣医師、研究者及び関係機関の協力・連携を図るため、
その業務を統括する「ワンヘルス推進センター」を構築する。

概 要

「ワンヘルス実践」の中核的拠点として、「人の健康」、「動物の健康」、「環境の保全」
に関する、試験検査、調査研究、人材育成、 情報発信等を行う。

センターの役割

イメージ
〈Ⅰ 体制 〉 〈 Ⅱ 取組の「５本柱」 〉

目指す姿 関係者の緊密な連携・協力で進化し続ける「ワンヘルス新時代・徳島」

ワンヘルス推進センター

動物由来感染症
対策部門

家畜等疾病対策
部門

気候変動対策
部門

食肉衛生検査所
動物愛護管理ｾﾝﾀｰ

感染症対策課
保健所
保健製薬環境ｾﾝﾀｰ

畜産振興課
家畜防疫衛生ｾﾝﾀｰ

鳥獣対策･里山振興課
農林水産総合技術支援ｾﾝﾀｰ

林業振興課
農林水産総合技術支援ｾﾝﾀｰ

サステナブル社会推進課
みどり戦略推進課
鳥獣対策・里山振興課

県・関係機関

関係機関 民間企業

アース製薬(株)
など関係企業

医 療 機 関

獣医療機関

市 町 村

連携

連携

連
携

(公社)徳島県獣医師会

国立大学法人徳島大学

(一社)徳島県医師会

徳島県市長会

徳島県町村会

その他団体

（事務局）
安全衛生課

人の健康

環境の健全性
動物の健康

1

3

5

２

4

薬剤耐性菌対策動物由来感染症対策

環境保全対策 環境と人と動物のより良い環境づくり

ワンヘルスの理念浸透

人と動物の感染症対策
動物由来感染症等病原体の検査･診断
動物由来感染症の調査研究 など

医薬品や動物用医薬品の適正使用に
関する啓発
薬剤耐性菌の調査研究 など

気候変動対策
みどり戦略の推進
生物多様性の保全 など

家畜の適正管理、愛玩動物の適正飼養
森林の保全と野生鳥獣対策
環境に配慮した農産物の生産 など

ワンヘルスの理念浸透のための
普及啓発・活動支援

設置時期

令和６年４月24日 「センター会議」開催・始動
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議題（１）　本県におけるワンヘルスの推進について
　　③　令和６年度の取組予定（案）について（安全衛生課）
 



■ ワンヘルス推進における「５つの基本的方針」を定め、各分野が連携・協力して取組を進める
⇒「ワンヘルス推進センター」による統括・調整

ワンヘルス推進の基本的方針（５本柱）への取組

〇気候変動対策
省エネルギー対策の徹底
クリーンエネルギーの最大限導入

〇生物多様性の保全
野生鳥類の保護の推進
希少野生生物の保護の推進
侵略的外来生物対策

〇環境に配慮した農林水産業の推進と消費者理解の促進
環境負荷を低減した農林水産業の推進
持続可能な農林水産業を支える食育の推進

〇農地ほか環境保全に関する施策・調査研究
家畜排せつ物の適正管理指導
農林水産業における環境負荷低減技術の開発と普及

「薬剤耐性菌対策」

〇動物用医薬品の適正使用の啓発
動物における抗微生物剤の適正使用の推進
動物における薬剤耐性菌の発生動向調査

〇医薬品の適正使用の啓発
医療機関における薬剤耐性菌の発生動向調査、監視の促進

「ワンヘルスの理念浸透」

〇ワンヘルスの普及啓発・活動支援
動物由来感染症対策の啓発
人・動物・環境の密接な関連性の啓発
動物の適正飼育の普及啓発
農林水産業の生産活動への理解推進

「環境と人と動物のより良い環境づくり」４
〇家畜の適正管理、愛玩動物の適正飼育の推進

飼養衛生管理基準に基づく家畜の飼養管理
愛玩動物の適正飼養の啓発及び適正譲渡の推進
災害時における動物対策

〇安全・安心な農産物の生産
食肉、食鳥肉、ジビエ肉の安全性確保
GAP（農業生産工程管理）の取組推進

〇森林の整備と保全、野生鳥獣対策
森林の多面的機能発揮に資する事業の推進
野生鳥獣被害防止

「環境保全対策」

２

５

３

１「動物由来感染症対策」

〇ヒトの感染症対策
感染症発生動向調査体制の整備
感染症の発生動向を把握・分析
感染症の発生状況等の周知啓発

〇家畜・愛玩動物の感染症対策
家畜伝染病予防対策及び発生状況等の周知啓発
家畜・愛玩動物の感染症に係る病原体保有状況調査
愛玩動物の感染症対策に係る周知啓発

〇動物由来感染症の検査・診断
動物由来感染症の検査・診断体制の整備及び連携体制

とくしまワンヘルス推進基本方針の取組内容

◎「主な施策」（小項目）
事業の詳細

◎「主な施策」（小項目）
事業の概要◎「取組項目」（中項目）◎「柱」（大項目）

・感染症発生動向調査体制整備に係る連携調整
・感染症サーベイランスシステムによる感染症発生動向の把握
・県内の発生状況等について、県HP等による周知啓発を実施

・感染症発生動向調査体制の整備
・感染症の発生動向を把握・分析
・感染症の発生状況等の周知啓発

①ヒトの感染症対策

動物由来感染症対策Ⅰ

・鳥インフルエンザや豚熱等の家畜伝染病が農場で発生しないよう、飼養衛生管理基準の遵守を指導
・家畜における家畜伝染病の感染・発生状況について検査を実施
・豚熱や鳥インフルエンザ等の発生状況について、ホームページで周知･啓発
・野生鳥獣のSFTSウイルスの抗体保有状況調査の実施
・ジビエにおける病原体保有状況調査の実施

・家畜伝染病予防対策
・家畜の感染症の発生状況等の周知啓発
・家畜の感染症に係る病原体保有状況調査

②家畜の感染症対策

・犬･猫のSFTSウイルスの抗体保有状況調査の実施
・狂犬病ワクチン接種の実施

・愛玩動物の感染症に係る病原体保有状況調査
・愛玩動物の感染症対策に係る周知啓発③愛玩動物の感染症対策

・ダニ媒介感染症（例：SFTS、日本紅斑熱）、蚊媒介感染症（例：デング熱、チクングニア熱、ジカウイル
ス感染症）等
の検査、診断体制を整備
・県HP等による予防、受診に係る啓発
・県内の動物病院、獣医師会等と連携し、SFTSが疑われる場合相互に情報提供を行う。
・検査機関の紹介

・動物由来感染症の検査・診断体制整備
・動物由来感染症の検査・診断体制の整備及び連携体制④動物由来感染症の検査・診断

・野生鳥獣、愛玩動物（県内の動物病院と連携）のSFTSウイルスの抗体保有状況調査の実施
・ジビエにおける病原体保有状況調査の実施・動物由来感染症の調査研究⑤動物由来感染症の調査研究

・感染症サーベイランスシステムによる薬剤耐性菌感染症の患者数、流行状況の把握
・県HP等における周知・医療機関における薬剤耐性菌の発生動向調査、監視の促進①医薬品の適正使用の啓発

薬剤耐性菌対策Ⅱ ・薬剤耐性（AMR）アクションプラン（2023-2027）に基づき、抗微生物剤の適正使用の推進等について、使
用者や
販売者に対し、普及啓発を実施

・動物における抗微生物剤の適正使用の推進
・動物における薬剤耐性菌の発生動向調査②動物用医薬品の適正使用の啓発

・省エネルギーの普及・啓発
・クリーンエネルギー電力自給率の向上
・脱炭素型ライフスタイルへの早期転換

・省エネルギー対策の徹底
・クリーンエネルギーの最大限導入①気候変動対策

環境保全対策Ⅲ

・環境負荷低減事業活動の推進
・食育による消費者理解の促進

・環境負荷を低減した農林水産業の推進
・持続可能な農林水産業を支える食育の推進②環境に配慮した農林水産業の推進と消費者理解の促進

・鳥獣保護区等の指定･管理
・愛鳥週間における啓発
・希少野生生物の生息調査の実施
・コウノトリの見守り等保護対応
・アルゼンチンアリの防除及び普及啓発
・クビアカツヤカミキリの調査及び普及啓発

・野生鳥類の保護の推進
・希少野生生物の保護の推進
・侵略的外来生物対策

③生物多様性の保全

・家畜排せつ物処理状況実態調査の実施
・堆肥化施設、尿処理施設の適正運用について指導
・温室効果ガス排出量や化学肥料や化学農薬の使用量を低減する技術の開発

・家畜排せつ物の適正管理指導
・農林水産業における環境負荷低減技術の開発と普及④農地ほか、環境保全に関する施策・調査研究

・各畜種の農場管理者に対し、巡回指導を実施
・飼い主への適正飼養の啓発
・犬の登録、狂犬病ワクチン接種、マイクロチップ装着の啓発
・情操教育（動物ふれあい教室、動物ふれあい訪問、１日飼育体験）
・避妊去勢手術の助成
・動物飼養相談（犬のしつけ方相談）
・譲渡の推進（譲渡会開催、飼い主をさがす会）
・県外譲渡のためのクラウドファンディング
・災害時のペット対策ガイドラインの作成

・飼養衛生管理基準に基づく家畜の飼養管理
・適正飼養の啓発及び適正譲渡の推進
・災害時における動物対策①家畜の適正管理、愛玩動物の適正飼育の推進

環境と人と動物のより良い環境づくりⅣ

・人工造林、保育、間伐等森林整備の実施
・里山林整備の実施
・森林整備や木材輸送等に資する作業道の開設、改良の実施
・森林病害虫に対する駆除・防除の実施
・適正管理計画に基づく管理

・森林の多面的機能発揮に資する事業の推進
・野生鳥獣被害防止②森林の整備と保全、野生鳥獣対策

・各畜種の飼養者および診療獣医師に対し、動物用医薬品の適正使用を指導
・と畜検査、食鳥検査の実施
・外部検証の実施（微生物検査、監視指導）
・残留有害物質モニタリング検査の実施
・食鳥処理事業者及び食鳥検査員に対する衛生研修会
・阿波地美栄衛生処理講習会の開催
・阿波地美栄処理衛生管理施設の認証
・施設に対する定期的な監視指導
・枝肉拭き取り検査、買い上げ検査の実施（細菌、有害残留物質、寄生虫）、施設の拭き取り検査の実施
・GAP認証取得支援

・食肉、食鳥肉の安全性確保･ジビエ肉の安全性確保
・GAP（農業生産工程管理）の取組推進③安全・安心な農産物の生産

・取組項目の周知啓発の際にワンヘルスの理念についても併せて啓発
・各種イベント等を活用し、ワンヘルスの普及・啓発を実施
・飼い主への適正飼養の啓発、情操教育

・動物由来感染症対策の啓発
・人・動物・環境の密接な関連性の啓発
・動物の適正飼育の普及啓発
・農林水産業の生産活動への理解促進

①ワンヘルスの普及啓発・活動支援ワンヘルスの理念浸透Ⅴ

ワンヘルス推進基本方針の取組内容

啓発活動

・県民参加型ワークショップ・県民参加型ワークショップ

・ワンヘルス啓発サポーターの育成・ワンヘルス啓発サポーターの育成

・市町村職員を対象とした研修等・市町村職員を対象とした研修等

県民参加型ワークショップ

１

【正しい虫除けグッズの使い方を学ぼうコーナー】
（アース製薬(株)）

【ワークショップ】虫よけ線香作り

（参考）令和５年度の実施内容

・県民がワンヘルスを理解する
「きっかけ」となるもの

5 6

7 8









狂犬病の対策に係る

データについて

令和６年度 第１回 徳島県動物由来感染症対策検討会

配布資料

2024.5.20

井上 智
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狂犬病に係る多様なステークホルダー

市 民
• すべての国民

✓ 動物の飼育者

行 政
• 公衆衛生

• 動物衛生

• 環境衛生

• 警察等

• …

獣医療関係者
• 獣医師

• 動物看護師

• …

医療関係者
• 医師

• 看護師

• 臨床検査技師

• 保健師

• …アカデミー
• 医歯薬学系

• 保健衛生学系

• 看護学系

• 獣医学系

• 動物看護学系

• 環境生態学系

• 社会科学系

• …

民間企業等
• 医療（ワクチン等）

• 動物医薬品等

• 飼料

• …
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✓ 海外渡航者： 流行地での感染

✓ 水際の対策： 輸入検疫・密輸

✓ 疑いの対応： 行政検査・調査

✓ 臨床の現場： 医療・獣医診療

✓ アカデミー： 実験・野外調査

✓ 動物の管理： 市民・取扱業等

03 S.INOUE 240526

日本で想定しておきたい狂犬病の事案



海外から狂犬病が輸入された場合

• 人 ⇒ 病院（患者対応）

• 動物 ⇒ 検疫、動物病院

国内動物で狂犬病が懸念される時

• 咬傷加害動物への対応

• 野生動物の狂犬病調査

04 S.INOUE 240526

日本において懸念される狂犬病の課題
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動物種

対象

検査手法

報告

集計

狂犬病発生前（現在） 発生後

犬 野生動物

対象A

行政検査 調査研究 行政検査 調査研究

手法紹介（検査手技・情報収集）

報告様式に則り、検査結果を報告

厚生労働省が集計し、分析・公表

犬 野生動物

行政検査
範囲が拡大！

？？

行政検査
範囲が変化？

（猫） （猫）

対象B 対象C 対象A 対象B 対象C 対象A 対象B 対象C 対象A 対象B 対象C

① 犬の検査対象範囲は確実に拡大。
② 国内での発生状況によっては、

対策を講じる野生動物の範囲が
変化（拡大）。

動物の狂犬病が発生した場合に想定される対応
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台湾農業部・動物植物防疫検疫署 狂犬病監測結果より

2024年 1月1日～4月30日

⚫ 野生動物 419頭（コウモリを含む）

  22頭 が陽性

⚫ コウモリ 10頭 → 全て陰性

2022年 1月1日～11月30日

297 0

120 0

72 0

597 30

230 30

272 0

11 0

2 0

38 0

0 0

1193 30

101 0

6 0

Test Positive

3 0

35 0

種

イヌ
ネコ

コウモリ

総数

他

食肉目

イタチアナグマ

ハクビシン

テン

フェレット

カワウソ

ジャコウネコ

カニクイマングース

台湾クロクマ

ベンガルヤマネコ

台湾で報告されている野生動物の狂犬病

2013 → → 2023
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⚫ 狂犬病に対する獣医師及び関係者の

意識改革のための対応策

狂犬病の予防対策に関わる獣医師・自治体・関係大学機関等

の関係者と意識改革に効果的な対応策となる研修・演習・講

義およびその教材について意見交換を行いながら素案を試作

しつつ改良等を行う。

08 S.INOUE 240520

令和５年度 厚生労働凝視推進調査事業費（新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業）

我が国の狂犬病清浄性の検証及び関係機関の連携強化のための研究の分担課題
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⚫ 適切な危機感と予防意識の持続

⚫ 多様なステークホルダーの協働

⚫ 波及的リテラシー（ literacy ）

狂犬病の流行地に隣接する島国である

日本で清浄状態を維持する方法として



goo辞書より
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リテラシー（literacy）

1. 読み書き能力。与えられた
材料から必要な情報を引き
出し活用する能力。応用力。

2. 特定の分野に関する知識や、
活用する能力。



狂犬病に備えた準備 と 訓練

意識（考え方・哲学）
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自治体で行われている研修のスタイル

I. 自治体ブロックでの研修

・国の研修事業（厚労とNIID）

・自治体と獣医大学の連携（宮崎県と宮崎大学）

II. 自治体単独での研修
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体制整備強化に係る近隣自治体との情報共有
※体制整備状況の把握と検討

頭部解剖と脳の取り出し（ バイオセーフティ ）

• 現行の体制整備で想定した発生時対応
• 事案の終息に向けたロードマップ把握
• 発生を想定した自治体関係部局の役割
• 発生時の対応に必要な関係機関の連携
• 現行の体制整備について課題を明確化

脳の塗抹標本作成と抗原の検査 （蛍光抗体法）

狂犬病予防業務地域ブロック技術研修会（概要）

◇ 2016年にワールドカフェ形式を導入（対話・気づき）
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例：演習のテーマ（シナリオ）

A

B

参加型演習を狂犬病研修で効果的に行うための教材化

他 ～

演習 リスク評価（WHO LBM‐4th, 2020）

⚫ 現状の把握 認知

⚫ 現状の理解 評価

⚫ 実装の検討 戦略の構築と選択

⚫ 実装と検証 管理措置の実装と検証
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平成 18 年 10 月（初版）
平成 2８年 11 月（改定版）

狂犬病対策の基本的な考え方：狂犬病対策は、発生の段階や状況の変化に
応じて柔軟に対応していく必要がある。この対応マニュアルは、発生した
様々な状況に対応できるよう、対策の選択肢を記載している。。。

徳島県狂犬病対応マニュアル
改訂版

https://douai-
tokushima.com/files/uploads/%E2%98%851%E7%8B%82%E7%8A%AC%E7%97
%85%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%8
2%A2%E3%83%AB%EF%BC%88%E7%B7%8F%E8%AB%96%EF%BC%89.pdf
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https://douai-tokushima.com/files/uploads/%E2%98%851%E7%8B%82%E7%8A%AC%E7%97%85%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%88%E7%B7%8F%E8%AB%96%EF%BC%89.pdf
https://douai-tokushima.com/files/uploads/%E2%98%851%E7%8B%82%E7%8A%AC%E7%97%85%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%88%E7%B7%8F%E8%AB%96%EF%BC%89.pdf
https://douai-tokushima.com/files/uploads/%E2%98%851%E7%8B%82%E7%8A%AC%E7%97%85%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%88%E7%B7%8F%E8%AB%96%EF%BC%89.pdf
https://douai-tokushima.com/files/uploads/%E2%98%851%E7%8B%82%E7%8A%AC%E7%97%85%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%88%E7%B7%8F%E8%AB%96%EF%BC%89.pdf


平成27年度狂犬病予防業務四国ブロック技術研修会

狂犬病発生時机上訓練
平成２８年２月１８日（木）

徳島県動物愛護管理センター

⚫ 机上訓練の実施により、

動物由来感染症（狂犬病）発生時の危機管理体制の
整備・強化を図る。

① 関係機関の役割の再確認

② 対応マニュアルの検証

③ 課題の抽出
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０１ 男児症例

０２ 犬発症例

０３ 解剖A

０４ 解剖B

０５ 採材

０６ ガイドライン２００１

０７ ガイドライン２０１３

０８ ガイドライン２０１４ 協力依頼（健感発０８０４第１号）

０９ ガイドライン２０１４ 動物の狂犬病調査ガイドライン

１０ 報告書（有効性評価）

１１ 報告書（動物の調査）

国内における狂犬病の体制整備を強化するために自治体の担当部局等で行われ
ている狂犬病の研修・実習・演習等を効果的に実施するための映像教材と関係
資料等の取りまとめ

⇒ 研修教材のパッケージ化 狂犬病調査の対象となる動物の選定基準

行政的な対応

検査に必要な解剖と検査の手法

安全な検査を行うための方法

調査結果の記録と報告

国で集計・分析された調査結果提供方法

18 S.INOUE 240520



狂犬病を正しく疑うために

⚫ 発生を想定した準備

⚫ 疑って、気づく力

⚫ 探知（サーベイランス）

⚫ 確定（解剖と実験室診断）
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演習 リスク評価（WHO LBM‐4th, 2020）

⚫ 現状の把握 認知

⚫ 現状の理解 評価

⚫ 実装の検討 戦略の構築と選択

⚫ 実装と検証 管理措置の実装と検証

25 S.INOUE 240520

DVD 教材を活用した体制整備

準備と訓練



⚫ 狂犬病の予防策に係る技術研修と演習の効果的な方法について

➢ 自治体においては感染症の発生現場としてリアルな対応が迫られるためガイドライン

を参考にして自治体の体制により即した実際的な狂犬病対応マニュアルを作成・更新

する。

➢ 関係部局間の緊密な連携構築と役割の分担を明確化することによって、疑い検体の取

り扱いから、解剖・検査・診断までの初動対応を容易かつ遅滞なく実施できるように

する。

➢ 疑い事例の検体に対する検査や野生動物等への狂犬病の侵淫を把握するために必要と

なるモニタリングやサーベイランスを可能にするための技術研修会の開催と担当者の

定期的な交代を想定した部局間連携と手技等伝達の維持継続が必要である。
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清浄国で狂犬病対策を維持するために持ちたい

パブリックの哲学（認識の仕方と考え方）

⚫ 公共哲学入門
自由と複数性のある社会のために

齋藤純一・谷沢正嗣

NHK出版

NHK BOOKS 1278
202３年３月２５日 第１刷発行

⚫ ありえないことが現実になるとき
賢明な破局論にむけて

ジャン＝ピエール・デュピュイ
桑田光平・本田貴久 訳

ちくま学芸文庫
2020年8月10日 第１刷発行
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R5年度ジビエにおける
病原体保有状況調査

徳島県食肉衛生検査所

検査した野生動物頭数

計イノシシシカ年度
551243R1
382018R2
442123R3              
21417R4
16115R5

17458116計

調査期間 令和5年4月～令和6年1月

計イノシシシカ捕獲地域

606西部（三好市、三好郡）

000中部北（阿波市、鳴門市）

000中部南（吉野川市、名西郡、名東郡）

000徳島（徳島市、小松島市）

1019南部（阿南市、勝浦郡、那賀郡、海部郡）

16115合計

2検体阿波ジビエ
3検体ﾉｳﾞｨﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝ
1検体中川食品
5検体祖谷の地美栄

買い上げ検体（シカのみ）

捕獲地点 検査結果：E型肝炎ウイルス（HEV)

陽性イノシシ陽性シカ年度

012143R1

020017R2

121022R3              
13017R4
01115R5

陽性率
（％）

陽性数/
検査数

陽性率
（％）

陽性数/
検査数

3.52/571.82/114計

方法：シカ、イノシシの肝臓からRNAを抽出し、リアル
タイムRT- PCR法により遺伝子を検出した。

1 2

3 4

議題（３）　その他
令和５年度ジビエにおける病原体保有状況調査結果（食肉衛生検査所）
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検査結果：レプトスピラ

陽性率（％）陽性数イノシシ陽性率（％）陽性数シカ

33390040R1

51190018R2

153200022R3

33130017R4

０01６115R5

15.48520.91112計

方法：腎臓からDNAを抽出し、PCR法により遺伝子を
検出した。

食中毒細菌(糞便)

ｻﾙﾓﾈﾗ,赤痢菌ｶﾝﾋﾟﾛﾊﾞｸﾀｰ病原性大腸菌

0/15-1/15R1

0/8-0/8R2

0/172/172(O103,VT(＋))/17R3

-0/20/2R4

0/50/50/5R5

ｻﾙﾓﾈﾗ,赤痢菌ｶﾝﾋﾟﾛﾊﾞｸﾀｰ病原性大腸菌

0/4-0/4R1
0/14-0/14R2
0/113/110/11R3

-0/10/1R4
0/10/10/1R5

シカ

イノシシ

方法：糞便からの培養及び遺伝子検査によって検出した。

食中毒細菌(食肉)

ｻﾙﾓﾈﾗ属菌ｶﾝﾋﾟﾛﾊﾞｸﾀｰ属菌黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌

0/281/282/10R1

0/140/140/14R2

0/130/134/13R3

0/150/152/15R4

0/140/140/14R5

0/841/84 (1.2)8/66 (12.1)計(％)

方法：試料乳剤を10倍希釈した溶液を培養検査した。

槍型吸虫

陽性率
（％）

陽性数検体数

19843R1
17318R2
41922R3
35617R4
7115R5

23.527115計
徳島県食肉衛生検査所撮影

方法：方法：シカの肝臓を細切することにより検査

5 6

7 8
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豚腎虫

陽性率
（％）

陽性数検体数

17212R1

10220R2

25520R3

003R4

０01R5

16956計

方法：イノシシの腎盂、腎周囲脂肪を細切することにより検査

徳島県食肉衛生検査所撮影

放射性物質検査

Cs-137Cs-134検体数

検出せず32R1

検出せず34R2

検出せず33R3

検出せず17R4

検出せず14R5

方法：ゲルマニウム半導体検出器により、筋肉中の
放射性セシウム（Cs-134,137）を検出した。

残留農薬

農薬検体数

検出せず26R1

検出せず14R2

検出せず14R3

検出せず15R4

検出せず12R5

方法：高速液体クロマトグラフィー質量分析計により
筋肉中の残留農薬検査等を行った。

ダニ

○イノシシから採取

タカサゴキララマダニ

○シカから採取

タカサゴキララマダニ

オオトゲチマダニ

徳島県食肉衛生検査所撮影

9 10

11 12
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